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発表事項 １．坂本１号墳出土金銅装頭椎大刀のレプリカについて

２．明和町歴史的風致維持向上計画について

内  容 １．坂本１号墳から出土した金銅装頭椎大刀（県指定）のレ

プリカが完成しました。今後は、普及・啓発のためふる

さと会館２階で、常設展示をすると共に、全国の博物館

等で開催される特別展などへの貸出も可能になりました。

     ２．平成２２年に策定した「史跡斎宮跡を核とした町の活性

化基本方針」を実現するため、昨年から進めていました

「明和町歴史的風致維持向上計画」を国土交通省、文部

科学省、農林水産省へ申請する運びとなりました。認定

されますと国の支援を受けながら計画書に上げた事業を

平成２５年度から実施することが可能となります。

資料： 明和町歴史的風致維持向上計画（概要版）
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１．金銅装頭椎大刀の概要

明和町坂本古墳群の１号墳より出土した金銅装頭
こんどうそうかぶ

椎
つちの

大刀
た ち

は、平成９年度の発掘調査に

より 1 号墳の後方部で確認された木棺直葬の埋葬施設の棺内から出土した副葬品で、遺存

状態はきわめて良好である。

大刀は鞘入りの状態で出土し、全長 106cmを計り、７世紀前半代頃のものと考えられる。

金銅装頭
こんどうそうかぶ

椎
つちの
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は、残欠を含めると全国で約 120例程度あるが、全体が遺存するものは

数例に限られる。県内では重要文化財に指定されている鳥羽市神島町の伊勢神島祭祀遺物

のなかに残欠として２口分あるが、発掘調査出土品としては初めてであり大変貴重なもの

である。平成１３年３月２７日に県の有形文化財に指定された。

２．レプリカ作製の目的

平成１０年度に腐食劣化を防ぐための保存処理を行い、文化庁が主催する「発掘された

日本列島‘９９新発見考古速報展」をはじめ数回、特別展へ貸出した以外は町立ふるさと

会館の考古資料展示コーナーで常設展示をしてきた。

しかし、出土品の取り扱いは非常に難しく、輸送等も美術品専門の運搬業者に委託する

など貸出しに経費がかかると同時に出土品自体にも劣化の影響を与えるので、最近では貸

出しを断っていた。

現在は、斎宮歴史博物館に寄託し、保管・管理をお願いしている。

３．金銅装頭椎大刀のレプリカを作成による効果

①出土品（実物）は空調管理された保存環境のよい斎宮歴史博物館の収蔵庫に保管し、

劣化を防ぐことができ文化財保護に貢献できる。

②必要に応じて県内外の博物館に貸出しも可能となり、古墳時代の歴史文化・技術のす

ばらしさを出土した明和町だけでなく全国に啓発できるとともに輸送経費も軽減され

る。

③博物館以外の学校での社会や総合学習にも活用できる。

④イベントなどにも出展でき、地域の歴史・文化を知ってもらい社会教育普及に寄与す

る。

など幅広い活用が考えられ社会教育に貢献できる。













 


























